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「幽霊」の古層――江戸の庶民文化にはじまるもの
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温泉の怪話」の比較検証が載る。
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る『浄土名越派伝授抄』（天保 5 年［1834］写） 17 では、幽霊を見たといって怯える
 17 藤田定興「寺院の庶民定着と伝法」圭室文雄編『論集日本仏教史 7 江戸時代』雄山閣、1986
年。
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信徒への対応をこと細かにしるす（「亡魂往来之大事」）。
　死人がこの世に姿を現わすことなどないと、ひとまず合理的に諭して聞かせる。
それでもだめな時、僧侶は在家の不安を除く便法として、経文を書いた呪符を門口
に立て、戌の刻（午後八時）を選んで法名を唱え「南無阿弥陀仏」の名号を亡き者
に授ける。そこまで弔ってもなお霊異が止まない場合は、別の善後策を講ずるしか
ない。このケースになると、執着の元凶を見定めることが重要になる。
是ノゴトク弔セテモ亡魂アラワレバ、亡者ニ必ズ執心アルベシ。其ノ執着スベ
キ様ノモノ、ヨクヨク尋ネ聞カスベシ。多クハ財宝、諸道具、住宅ノ処、或
アルイ
ハ
男女ノ愛情、又
マタ
ハ密々ノ隠シモノ世間ニ恥
ハズ
ルモノ等ナリ。
死者の心残りの対象物を探し出して、そのひとつひとつを書きしるした紙で五寸程
の卒塔婆と懺悔文を巻いて死者の墓所に埋める。こうした呪法を執り行い、やっと
幽霊の鎮静が完了する、との説明から、民間に流伝した「幽霊の執着」という観念
の庶民信仰上の裏付けを想察しうるのではないだろうか。
　次に掲げる『甲斐路』67 号（1989 年）の「男衆の幽霊」（データベース番号
0450025）は、近世唱導者の説きひろめた幽霊遺念の社会通念が寺僧の手を離れ、
民間奇談に遷移する過程を示唆するものであった。
男衆（下男）が急性肺炎か何かで亡くなった。納棺の時に年季証文を中に返さ
なかったので、よなよな現れて情なさそうな顔をして主人を眺めた。ある晩聞
いてみると「証文を返してくれないのでいつまでもここに縛り付けられている」
といったので、墓に年季証文を埋めてやるとそれきり出なかった。
　モノ、人、事柄などに未練を残して成仏しない幽霊といった異聞は、現在の民談
においてもしばしば耳にする。そのような幽霊出没の動機が、遡れば人間衆生の執
着妄念に宗教的な救済の手をさしのべた近世寺僧の唱導の日々より生まれたもので
ある点を、いま一度確認しておきたい。
四　おわりに
　以上、現在わたしたちの身辺で語られる幽霊の噂話をめぐって、江戸の怪異文芸
の影響や、庶民仏教の布宣した亡魂弔祭の宗教民俗とのかかわりを解析し、口碑化
した現代怪談のルーツともいうべき歴史の地下水脈を遡ってみた。そうした視座は
柳田國男以来の幽霊研究を、もう一度、江戸時代以前の古層に立ち戻って再考する
試みといってよいかもしれない。
